
三原市廃棄物処理基本計画改定等業務に係る指名型プロポーザルの選定結果について 
 
 
 三原市廃棄物処理基本計画改定等業務の優先契約交渉事業者については、次のとおり決
定しました。 
 
 
１ 優先契約交渉事業者 
  株式会社東和テクノロジー 
  (広島県広島市中区広瀬北町 3-11) 
 
２ 選定審査 
 (1) 開催日時  令和８年５月 25 日(月) 13:20〜15:30 
 (2) 場所    三原市役所 本庁舎 会議室 501・502 
 (3) 参加事業者 ２社 
 (4) 審査結果  別紙のとおり 
 
３ 議事概要 
  実施要領に基づき、選定委員 5 名による審査を実施した。株式会社東和テクノロジー

は、本業務の目的及び本市の現状や課題に対して十分な理解のもとに技術提案書を作成
し、プレゼンテーション及び質疑応答においても的確な説明を行った。審査の結果、同社
の平均点が最も高く、かつ満点の６割を超えることから、優先契約交渉事業者として選定
した。 

 
 
  



 
 

別紙 (4) 審査結果 

評価項目 配点
(株)東和テク

ノロジー
A社

2 2 0

2 2 0

3 3 3

2 2 1

1 0 1

技術士資格の有無
（「衛生工学」又は「総合技術管理
部門-衛生工学」）

2 2 2

技術士取得後経験年数 2 2 1

ごみ処理基本計画及び生活排水処理
基本計画の策定又は改定業務の実績 3 3 3

循環型社会形成推進地域計画の策定
又は改定業務の実績 3 3 3
技術士資格の有無
（「衛生工学」又は「総合技術管理
部門-衛生工学」）

2 2 2

技術士取得後経験年数 2 2 2

ごみ処理基本計画及び生活排水処理
基本計画の策定又は改定業務の実績 1 1 1

循環型社会形成推進地域計画の策定
又は改定業務の実績 1 1 1

ごみ処理基本計画策定又は改定業務
の実績 2 2 2

生活排水処理基本計画の策定又は改
定業務の実績 1 1 1

循環型社会形成推進地域計画の策定
又は改定業務の実績 1 1 1

30 29 24

1
業務実施ス
ケジュール 5 3.4 3.4

(1) 生活系ごみ 5 3.4 3

(2) 事業系ごみ 5 4.2 2.8

(3) 食品ロス 5 2.8 2.8

(4) 処理施設 5 2.4 3.6

(1) アンケート調査設計 5 3.8 3

(2) 組成調査設計 5 4.2 2

(3) 施策提案の具体性 5 4.2 2.4

(4) 目標値の検証 5 3.4 3.2

4 独自提案 10 6 5.2

5 見積額 5 5 5

60 42.8 36.4

71.8 60.4

配点30点

一
次
審
査

評価基準

1 会社概要

廃棄物コンサルタント技術者数

技術士数（衛生工学）

ごみ処理基本計画及び生活排水処理基本計画の策定又は改定業務の実績（令和2
年4⽉1⽇〜令和8年3⽉31⽇までに完了した実績）

循環型社会形成推進地域計画の策定又は改定業務の実績（令和2年4⽉1⽇〜令和8
年3⽉31⽇までに完了した実績）

本市における廃棄物業務（コンサル業務）の実績（令和2年4⽉1⽇〜令和8年3⽉
31⽇までに完了した実績）

2
業務実施体

制

管理技術者

照査技術者

担当技術者

見積額／委託料上限額

配点60点

二
次
審
査

業務スケジュールが合理的であるか。（循環型社会形成推進地域計画も含む。）

2
業務内容の

理解度

本業務を基本計画の単なる改訂ではなく、
本市の現状を踏まえ、本市が抱える重点課
題を的確に把握した上で、基本計画の再構
築として位置付けているか。
特に次の重点課題(1)〜(4)について、「現
状把握→要因分析→課題設定」 の流れで整
理されているか。

3
提案内容の

的確性

本市が抱える重点課題を解決するために効
果的な施策が妥当性や実現可能性を考慮し
て提案されているか。
特に次の事項(1)〜(4)について、目的や⽅
法、内容が論理的に提案されているか。

基本計画の実効性・実現性を高めるため、本業務の目的を踏まえた独自性と実装
性を備えた独自提案がなされているか。

一次・二次審査合計


